
ナシの摘果（間引き）始まる 

 

本校ナシ園（４ａ）には、「長寿」・「新水」・「幸水」・「豊水」・「新興」の５品

種があります。４月の開花から、受粉・受精を経て、幼果がたくさん育ってい

ます。そのままにして置くと、数ばかりが多くなり、良品生産ができないため、

一つ一つ丹念に摘果（間引き）作業をしています。 

具体的には、一つの果房には７～８個の幼果ができますが、場所・形の最も

良い１果に絞っていきます。 

今年度は３年生「果樹」の選択生徒数が少ないため、１人が３本の樹を担当

し、頑張っています。この作業は５月中旬まで１０時間連続で行います。 

 

 

 
 
 
 
 


